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活動銀河核 (AGN) 周囲の遮蔽構造による減光の性質は、可視赤外観測に基づくダスト減光量 (AV )、X線観測
に基づく中性ガス柱密度 (NH) から推定できる。obscured AGNのNHは、一般に AV から銀河系星間物質の性
質を仮定して求めた値より大きく、かつ同じAV に対して天体ごとに大きさが 2桁以上ばらつくことが示されて
いる (e.g. Mizukoshi et al. 2022)。先行研究 (Burtscher et al. 2016) では、このばらつきの原因の一つとして
AGN近傍のダストを含まないガス (dust-free gas) 構造に由来するNHが時間変動を見せることを指摘している。
本研究では、AGN近傍 sub-pcスケールのガス運動、アウトフローを調査した輻射流体シミュレーション (Kudoh
et al. 2023) に基づくNHの時間変動データと X線 AGNサンプルにおける AV、NHの観測データとを比較し、
天体ごとにみられる NH の 2桁以上のばらつきが dust-free gas構造の時間変動で説明できるかを調べた。シミュ
レーションの結果、円盤面に近い視線 (仰角 θ ≲ 20◦) ではダストの有無によらずNHの時間変動はあまり見られ
なかった一方、仰角 θ ≳ 20◦では最長数十年スケールで dust-free gasに由来するNHが 2桁以上の変動を見せた。
dusty gas に由来するNH は、トーラス表面付近に相当する狭い仰角範囲でのみ大きな変動を見せた。次に、シ
ミュレーションとAGNサンプルの観測データとを比較した結果、sub-pcスケールのモデル単体ではNHの分布
に対して AV が観測より典型的に小さくなった一方、outer torus成分としてWada (2015) のトーラスモデルを
加味すると、NHのばらつきを含む観測データ点の分布がよく再現された。本研究の結果は、AV vs NH 図にお
けるNH の天体ごとのばらつきが確かに dust-free gasの時間変動で説明できることを示唆する。


